
令和７年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 鈴谷 小学校 ）     学校番号 ８４                            【様式】 
学 校 教 育 目 標 かしこく たくましく 心豊かな児童の育成  ～ 瞳・笑顔・汗・会話 きらきら輝く鈴谷の子 ～        

目 指 す 学 校 像 子ども、教職員一人ひとりが自ら輝く学校 〇明るく活力のある学校〇安全・安心な学校〇保護者や地域と共にある学校        

          

重 点 目 標 

１ 子どもが学力を付ける教育課程の経営により「瞳・笑顔・汗・会話 きらきら輝く鈴谷の子」を
実現する 

２ 子ども一人ひとりへの細やかな教育支援・相談体制の充実により「瞳・笑顔・汗・会話 きらき
ら輝く鈴谷の子」を実現する 

３ 学校を支えている地域の人材、保護者を大切にした地域・保護者と共にある学校の実現 
４ 物的・質的な教育環境の整備と安全・安心が確保された学校の実現 
５ 風通しのよい職場・組織づくりと若手・ベテランが共に学び合い成長できる学校の実現 

※重点目標は５つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和８年２月１９日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 
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○学力（R6 学力向上ポートフォリオより） 
①【知識・技能】教科を問わず、問題を読み解く
力や表現力をつけるために、豊かな語彙力が必
要である。 

②【思・判・表】国語：「書くこと」では、適切
な図表を用いて書き表し方を工夫することに課
題が見られた。 

③算数：「データの活用」について、昨年度同
様、他の領域と比べて、課題が見られる。 

○体力（R6 新体力テスト結果より） 
①男子：握力、長座体前屈、反復横跳びで、半数
以上の学年で R5 市平均を下回っている。 

②女子：握力、上体起こし、長座体前屈で、半数
以上の学年で R5 市平均を下回っている。  

・未来を担う子

どもたちが先行

き不透明な将来

を力強く生き抜

くための真の学

力・体力の育成 

①学力向上アクションマップに則り、ポ
ートフォリオの目標・策の設定（４
月）、全国学テ調査結果分析（８月）、
学力向上カウンセリング学校訪問（２学
期中）、市学習状況調査結果分析及び年
度末評価（２月）を行う。 
②学校行事と各教科等を有機的に連結さ 
せ、教育効果を上げる教育実践及び次年 
度年間指導計画の作成を行う。（２学期 
末に作成スケジュール提示） 

①計画通りの分析や評価ができたか（進 
行管理）、また、成果や課題に対する具 
体的な改善策が打ち出せたか（具体的な 
打ち手）。【学校評価】【学力向上ポー 
トフォリオ】 
②カリキュラムマネジメントにより、目 
に見える教育効果が得られたか。また、 
次年度の年間行事計画や年間指導計画の 
改善ができたか。【学校評価】【年間指 
導計画、行事計画の作成】 

① 全国学力学習状況調査の結果分析を校内研修
の一環として行い、学力向上ポートフォリオに
成果と課題を整理した。併せて「個別最適な学
び」の研究テーマのもと、全教職員が個々の研
修課題を掲げ、授業改善、教育課程の工夫改善
に取り組んでいる。 

②学校評価教職員アンケート「学校の経営目標」

に関する項目100％、「教育課程」に関する項目

100％ 

 

 

Ｂ 

 
 

・学力向上策をより具体的に講じ、学校

課題研究の取組を生かし、教員の指導

力等の資質向上を進めていく。 

・学校課題研究をさらに推進し、カリキ

ュラムマネジメントの視点から、現行

の教育指導計画、年間指導計画に改善

を加えていく。 
 

・「授業にわくわくして取り組
む」の肯定的評価が低いの
は、しっかりと分析して改善
していきたい。 

・学級文庫の充実はとてもよ
い。「進んで読書をする」の
児童の割合が低いが、読書習
慣の育成は、大切なことであ
るのでぜひ取り組んでほし
い。 

・月曜日が休みの文化公共施設
が多いので、振替休業日につ
いては、月曜日が多いのだ
が、それ以外の検討はどう
か。 

・ 主 体 的 な 態

度、豊かな心を

育てる教育・体

験的活動の充実 

①主体的な態度、豊かな心を育成するた

めに、異学年交流や体験的・対面的な

活動や集会活動を推進する。（２学期

末） 

①具体的な課題解決を行うことができ、 

教育・体験的活動が向上したか。次年度 

への改善につながっていると言えるか。 

【学校評価】 

②学校評価教職員アンケート「体験活動や学校行

事などが、適切な管理体制のもとで適切に行わ

れ実施されている」95％、「体験的な学習や問

題解決的な学習指導、児童の興味・関心を生か

した学習指導が適切に行われているか」100％ 

 

Ｂ 

・今年度の成果を受けて、次年度は、さらに

教育的効果が上がるように、カリキュラムマ

ネジメントにより、児童の主体的な活動や行

事を行っていく。 
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○R6 年度、学校評価に係る保護者アンケートにお

いて、「学校は、児童や保護者が相談した際、

誠意をもって対応している」の項目で、肯定的

評価が９０．０％（R5 年度比＋４．１）であっ

た。 

○R6 年度、学校評価に係る児童アンケートにおい

て「授業や生活友だちのことで困っていること

や、悩みごとがあるときに先生は相談にのって

くれますか」の項目で、肯定的評価が９４．

０％（R5 年度比＋２．０）であった。 

・子どもの発達

やサポートにお

ける教育環境の

整備と安心・安

全の確保 

①教室に入れない児童・保護者の要望に 
応えるため、教育相談に、Solaルーム担 
当を配置し、児童・保護者のニーズを把 
握し、困り感を共有できる体制をつく 
る。（２学期末） 
②教育効果を上げ成果を生み出すための 
会議室等の整備と有効活用、備品・消耗

品の整備を進める。（２学期末） 

①個人面談期間、全児童面談（スマイル
タイム）、教育相談月間を計画的に位
置付け、専門職とも連携を図り、児
童・保護者への支援体制を充実させ
る。【学校評価】 

②Solaルームの整備と、児童への心のサ
ポート体制の整備を進める。【学校評
価】 

 

①空き教室の活用について検討し、学校配当予算
を有効に執行しながら教材室、Sola ルームの整
備が進んでいる。 

②学校評価保護者アンケート「相談への誠意ある
対応」肯定的評価 96.4％  

 

 

 

Ｂ 

・教育相談体制を年間通じて、効果的に

年間予定に位置付け、児童・保護者の

への心のサポート体制の充実をさらに

推進していく。 

・教育効果を高めるために、校内の空き

教室の整理・整備を進めていく。  

・児童の心の声やアンケートを
しっかりと把握できていると
考える。今後もぜひ、継続し
てほしい。 

・教育相談の需要は高まってい
ると考えられる。より一層の
周知ができると、利用もさら
に高まるのではないか。 

・いじめや不登校が少ないの
は、よいことだが、いじめの
芽については、日頃からアン
テナを高くして注意深くあっ
てほしい。 

・児童の心と体
の健康管理に向
けた組織的な生
徒指導体制の構
築 

①迅速かつ適切な初期対応を行うため、 
部会や各委員会での定例の会議と共に、 
臨時のブリーフィング会議を行うなど、 
学校の機動力を向上させる。（通年） 

①各会議等のマネジメントが進み、案件 

の対応に際し、迅速かつ適切な意思決定 

が行われたか。【記録、学校評価】 

①主に、教育相談、生徒指導に係る案件を中心に
早期の情報共有、意思決定を可能とするブリー
フィング会議を活用し、問題解決を行った。 

 学校評価児童アンケート「悩みごとへの相談」
肯定的評価 93% 

 

Ｂ 

・迅速な初期対応と、意思の決定・統一のた

めのケーススタディ・ブリーフィング会議な

どを実施し、問題解決を率先して主導できる

教員を育てる。 
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○R6 年度、全国学力学習状況調査（６年）の児童

質問紙調査において、「地域や社会をよくする

ために何かしてみたいと思いますか」の問いに

対して肯定的な回答が９３．５％であり、全国

平均を１０．０ポイント上回った。 

○R6 年度、学校評価に係る保護者アンケートにお

いて「学校は保護者や地域の方々と連携した活

動をしたり、協力して取り組んだりしている」

の問いに対して肯定的な回答が、１００％（R5

年度比＋１２．５）であった。 

・地域・地域人 

材、保護者を大 

切にし、地域・ 

保護者と共にあ 

る学校 

①学校運営協議会においてめざす児童像
を共有し、「家庭・地域と共に子どもを
育てるための具体的方策」等、学校の課
題解決に向けた熟議を行う。（２学期
末） 
②放課後子ども居場所事業等、自治会、 
PTA との連携により教育拠点としての学 
校の利便性を向上させる。（２学期末） 

①学校運営協議会において、学校の課題 

解決に向けた具体的な策を生み出す

ことができたか。【学校運営協議会

記録】 

②学校に関わる組織や地域社会、保護者 

等との連携により学校の利便性が向

上したか。【学校運営協議会記録】 

①学校運営協議会に代表委員会の児童を参
加させることで、顔の見える対話型会議を
実施することができた。 

②全国学テ質問紙調査「地域や社会」に関
する項目 82.7%であり、全国平均 81.3%を
1.4 ポイント上回った。学校評価保護者ア
ンケート「保護者や地域との連携に関す
る項目 97.0％ 

 

Ａ 

 
 

・居場所としての「Sola るーむ」の環境
整備を進めるとともに、保護者や地域
施設、近隣学校等との連携を進め、本
校に合った「Sola るーむ」の運用を進
める。 

・次年度も引き続き、地域との交流を行
い、学校運営協議会では、児童の主体
的・積極的な関わり方を推進する。 

 

・地域の方への挨拶は、やは

り、日頃からのつながりが重

要であり、欠かせない。そう

した機会があるとよい。 

・小中連携して、中学校の制服

のリユースシステムを構築で

きるとよい。 

・子ども中心の周年行事はとて

もよかった。コミスクも本物

にしていきたい。 

・学校運営協議 

会やSSN、関係機 

関との連携 

①学校行事や地域行事に、管理職・児童

が主体的に参画することで、地域社会の

一員としての意識を向上させ、地域との

交流を深める。（２学期末） 

①管理職・教職員が,地域・保護者と良
好な関係を構築することができたか。
【記録、学校評価】 

②学校と地域が交流する場や機会を設け

ることができたか【記録、学校評価】 

①総合的な学習や各学年の行事に地域の

方々が参加したり、金管バンドが地域の催

しに出演したり、相互に交流を深めた。 
②学校評価保護者アンケート「地域との協力」

97.0% 

Ａ 
 

・今後も引き続き、持続可能な方法や内

容を検討していきながら、地域と交流

を深め、関係を強化していく。 
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＜現状・課題＞ 
○R6 年度、学校自己評価に係る保護者アンケート
において、「学校は、登下校時や教育活動時の
安全について指導を行い、安全・安心な学校づ
くりに努めている」の項目で、肯定的評価が９
０．０％（R5 昨年度比－２．２）であった。 

○昨年度、学校自己評価に係る保護者アンケート
において「学校は、児童の学習環境の整備に努
めている」の項目で、肯定的評価が９０．０％
（R5 年度比＋３．６）であった。 

・学校での安 

全指導と安全教 

育について 

①防犯ボランティアや子ども１１０番の
家との連携等により地域社会、保護者を
巻き込みながら校内・学区・通学路の安
全性を向上させる。（２学期末） 

①地域との連携の推進により、校内・学 
区・通学路の安全性が向上したか。【学 
校評価】 
 

①ＰＴＡと連携し、通学班の在り方を検討してい

く中で、通学班の決まりを再確認し、安全性を

高めることができた。 

②学校評価保護者アンケート「安全指導」95.2% 

Ｂ 
・安全指導の強化と共に、ＰＴＡ・地域

との連携を深め、児童の通学時の安全

性を引き続き、向上させていく。 

 

・令和８年度から自転車の青切
符制度導入に関し、小学生に
も新しい自転車運転制度の教
育が必要である。また、非常
災害時に、学校で引渡し完了
まで児童を預かる場合につい
て、整えておく必要がある。 

・最近、通学時の父母の見守り
が増えており、よい傾向であ
る。 

 ・個別最適な学 

びと協働的な学 

びを一体的に充 

実させるための 

環境整備 

②学校施設を共有する他の組織（子ども 
居場所事業、チャレンジスクール、PTA 
等）と共に学校施設の安全性や利便性を 
高めると共に、意図的計画的な予算執行 
等により子どもの健康や安全を維持でき 
る環境整備を進める。（２学期末） 

①他の組織と協働することで、学校施設 
の安全性や利便性が高まったか。また、 
このことに資する予算執行や環境整備を 
行えたか。【学校評価】【学校配当予算 
執行記録】 
 

①周年行事実行委員会とも連携し、学校内
や周辺（校舎案内板改修、プール底改
修、あじさい小径整備、樹木剪定等）の
環境整備を進めることができた。 

②学校評価保護者アンケート【環境整備】
96.3% 

Ｂ 

・児童の安全安心を最優先に、引き続

き、必要な環境整備を行っていく。 

・他の組織、関係機関とも連携し、環境

整備を迅速かつ効果的に行っていく。 
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＜現状・課題＞ 
○教職員２８名（管理職を除く）の平均年齢が３

６．２歳（R７.５．１現在）であり、年代別で

は、５０代以上４名（２１．０％）、４０代６

名（３１．６％）、３０代８名（４２．

１％）、２０代９名（４７．４％）となってい

る。２０～３０代の教職員を合わせると、６

０．７％となり、学校運営における中心であ

る。学校の教育力を高めるための教職員一人ひ

とりの資質を更に向上させ、経験を踏ませるこ

とが課題である。 

教職員のキャリ 

ア形成に関する 

取組 

・教職員のキャ 

リア段階に応じ 

た資質・能力 

の向上 

①教職員一人ひとりが自らのキャリア形
成に向け資質向上を目指すことのできる
研修奨励を行う。（当初面談時） 
 
②教員一人ひとりが自らの課題をもち、
主体的に解決を図る校内研修を行う。
（通年） 
 

①研修奨励によって、教職員の資質向上 

が図れたか。【学校評価アンケート・達 

成状況面談の研修】 

②教職員一人ひとりが課題をもち、主体 

的な校内研修が行われたか。【学校評 

価・校内研修振り返り】 

①教科を限定しない校内研修や教職員個々
の業務遂行や指導力等の資質向上やカリ
キュラムマネジメントの推進を目標とし
た結果、全ての教員が個々の課題をもち
主体的な学校課題研修を行うことができ
た。 

・学校評価教職員アンケート「校内研修の
適性」肯定的評価 100％ 

Ｂ 

・今後も教職員の年度当初面談を活用
し、キャリア形成に資する研修奨励を
行っていく。 

・児童の実態や学力向上、教職員個々の
ニーズ等に合わせた汎用性や自由度の
高い学校課題研修を進め、カリキュラ
ム開発や教職員の資質向上を図る。 

 

 

・「働きやすい職場」の教職員

の肯定的評価が低いことにつ

いて、内容をしっかりと分析

して、改善していきたい。 

・職員の雰囲気や、職員室の風

通しのよさが、重要だと考え

る。なんでも言える職場であ

れば、子どもにとってもよい

影響を与えることになる。 

・働き方改革や

業務効率化につ

いての取組に 

ついて  

③運営委員会に「働き方・業務改善検討
委員会」を位置付け、定期的に業務の進
め方についての振り返りを行い、改善に
繋げる。（月１回） 
 

①働き方・業務改善検討委員会が計画通

り行われ、具体的な業務改善策により効

果が得られたか。【実績の記録】 
 

①概ね月 1 回、各委員会を実施し、業務改
善の検討や改善を行うことができた。 

・学校評価教職員アンケート「働きやすい
職場」肯定的評価 79.0％ 

 

Ｂ 

・教職員同士の望ましいコミュニケーシ
ョンが可能となる職場づくりを、働き
方・業務改善検討委員会、倫理確立委
員会等を活用して展開していく。 

 

地
域
と
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も
に
あ
る 

学
校
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に
関
す
る
取
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教
職
員
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に 

関
す
る
取
組 

 

教
育
環
境
の
整
備
に 

関
す
る
取
組 

 

子
ど
も
の
発
達
や 

心
の
サ
ポ
ー
ト
に
関
す
る
取
組 

 

学
び
の
質
の
向
上
に 

関
す
る
取
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